
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３０１７ 

令和５年度 総合造形科 

 

教科 総合造形 科目 美術一般 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書  

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・絵画においては、静物モチーフの観察に基づいた制作により、絵の具の特性を生かした表現方法・

技法を習得する。 

・彫刻においては、モチーフを粘土で塑造し、その構造や造形要素を通して、立体造形における美

的特質を理解する。 

・平面デザインにおいては、具体的で身近なテーマを設定し、アイデアからプレゼンテーションま

でのコンセプトを明確にできるようにする。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

【知識及び技能】 

さまざまな素材と道具を用いて制作する過程において、その素材の特性や道具の使い方を理解

し、効果的に制作できる。 

 

【思考力、判断力、表現力等】 

多様な表現技法を駆使し創意工夫して、観察力や描写力、表現力を磨く。 

 

【学びに向かう力、人間性等】 

絵画、彫刻、平面デザインの各分野を幅広く実習することにより、美術全般を理解する。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

使う絵の具や道具の特性を

理解し、それを生かした表

現方法を習得する。 

 

・多様な表現技法を駆使し創

意工夫して、意図やイメージ

に応じた表現ができる。 

・観察力や描写力、表現力を

磨く。 

1 年次に培った基礎基本を積

極的・主体的に活用し、創造

活動に生かすような態度を育

てる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 

平
面
デ
ザ
イ
ン 

ポスター制作 

 

 

プレゼンテーション 

a:画面構成や色彩の効果への理

解 

b:テーマに沿ったアイデアや表

現、構成 

c:資料取集、伝える力 

 

 

ワークシ

ート 

 

作品 

アイデア

スケッチ 

 

作品 

レポート 

 

プレゼン

テーショ

ン 

２ 

絵
画
１ 

静物画（油彩） 

 

 

合評 

a:観察力や油彩の特性を生かし

た表現 

b:奥行や広がりのある画面構成 

c:鑑賞活動 

 

 

スケッチ 

 

作品 

スケッチ 

 

作品 

鑑賞レポ

ート 

 

合評での

発表 

絵
画
２ 

静物画（水彩） 

 

 

合評 

a: 観察力や水彩の特性を生かし

た表現 

b:奥行や広がりのある画面構成 

c:鑑賞活動 

 

 

スケッチ 

 

作品 

スケッチ 

 

作品 

鑑賞レポ

ート 

 

合評での

発表 

３ 

彫
刻 

モチーフ模刻（塑像） 

 

 

合評 

a:観察力や材料（粘土）の特性を

生かした表現 

b:立体を捉え量感や質感を表現 

c:鑑賞活動 

 

 

スケッチ 

 

作品 

スケッチ 

 

作品 

鑑賞レポ

ート 

 

合評での

発表 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


